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1 研究主題設定の趣旨

今年度から全面実施されている学習指導要領においては， r生きる力Jをはぐくむという

用念が継承され， r基礎的・基本的な知識・技能の習得Jr知識・技能を活用して課題を解決

するために必要な思考力・判断力・表現力等Jr学習意欲Jが「生きる力」の基礎となる重

要な要素であることが明確にされた。さらに，言語能力の重視や体験活動を充実し，他者，

社会，自然・環境とかかわる中でこれらとともに生きる自分への自信を持たせる必要性も

明確にされるとともに， r持続可能な社会の構築Jの必要性も盛り込まれている。本教科に

おいては，中央教育審議会答申「中学校技術・家庭科の改善の基本方針j の中で，社会の

変化に対応しながら，よりよい生活や社会を築くための能力と態度の育成が求められてい

る。また，学習指導要領の各内容においても f持続可能な社会Jや「持続的j などの文言

が盛り込まれている。

このような「持続可能な社会の構築j の観点が盛り込まれた背景としては，平成14年の

第57回国連総会に平成17年からの10年間を「国連 ESDの10年j とする旨の決議案を提出，

採択されたという経緯から， E S 0の推進が求められるようになったことがあげられる。

E S 0 (Education for Sustainable Development=持続可能な発展のための教育)とは，

f環境的視点，社会・文化的視点から，より質の高い生活を次世代も含む全ての人々にも

たらすことのできる開発や発展を目指した教育であり，持続可能な未来や社会の構築のた

めに行動できる人の育成を目的としている」ものである D この ESDの考え方は，学習指

導要領で示されている「生きる力Jや経済協力開発機構 (OECD) の「主要能力(キー・コ

ンピテンシー)との考え方とも深く関係していると考えられる。よって， E S Dの考え方

を学習指導に生かすことは，持続可能な社会を構築する人間(形成者)を育てることにつ

ながると考えられる。

本校生徒の実態に目を向けると，平成22年度末 3年生145名に行ったアンケート調査では，

技術・家庭科の授業を通して生活とのつながりを意識していたと回答した生徒は， 95.2%と

非常に高い値であった。一方，社会や自分の将来(未来)とのつながりを意識していたと

回答をした生徒は，それぞれ61.4札 72.0弘であり，生活とのつながりと比較すると値が低

かった。
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このように，持続発展教育の考え方や本校生徒の実態から，これまでの研究の成果を生

かしつつ， E S Dの考え方なども取り入れながら，自分の将来を展望し，持続可能な社会

の形成者として主体的に行動できる生徒を育成していきたいと考えた。そこで，研究主題

を「つなげる技術・家庭科教育~人，社会.環境，そして未来へ・・・Jとし，高IJ主題を f-

持続可能な社会の形成者となりうる生徒の育成を目指して一Jと設定した。

2 研究構想

1 研究の目的

本研究の目的は， f技術・家庭科の学習内容が，人，社会，環境，未来へとつながるよう，

指導計画や学習指導を工夫することで，持続可能な社会の形成者となりうる生徒を育成す

ること Jである。 ESDの考え方などを取り入れながら，広い視野を持ち，将来にわたっ

て自己の確立を目指していけるよう，本教科なりの手だてを講じていきたい。

2 研究計画

(1) 第 1年次

ア 生徒の実態調査と研究主題の設定

イ 研究の構想と仮説の検討

(2) 第 2年次(本年度)

ア 年間指導計画の修正と改善

イ 授業の実践と評価

(3) 第 3年次

ア 年間指導計画の妥当性の検討および授業の実践と評価の継続

イ 研究の評価とまとめ

3 昨年度までの研究

1 本校本教科のこれまでの研究について

本校本教科のこれまでの研究においては，生徒の生きる力をはぐくむことを主眼とした

研究を継続的に行ってきた。平成10--13年度の研究では，生きる力=問題解決能力と考え，

f総合的な学習の時間J との関連も視野に入れながら，必修・選択教科の教育課程を編成

するとともに，学習指導の手だてを工夫することで問題解決能力の育成を図った。

平成14--16年度の研究では，生徒が「学ぶ楽しさ Jを実感し，高い学習意欲を持って課

題解決に取り組めるよう学習指導の工夫・改善を図った。平成17--19年度の研究では，学

習活動の中でコミュニケーションするカを活用する場を意図的に設定し，学習指導を工

夫・改善することで， r自ら学ぶ力J と fともに学ぶ力j の育成を図った。

そして，学習指導要領改訂を受けた平成20--22年度の研究では，研究主題を「生活に活

きる実践力を育てる授業の在り方一学んだことを積極的に活用する生徒の育成を通して

-J と設定し，学習で習得した基礎的・基本的な知識及び技術を次の学習や生活の中で積
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極的に活用できるような生徒の育成を図った。活用型学習活動を取り入れた授業を実践す

る中で，生徒に「生活に活きる実践カJにつながる知識・技術や能力などを，より確実に，

より深まるように身に付けさせる指導の工夫をしていき，学んだことの有用性や定着を実

感できるようにしていくことで，実生活の中で活用したいという意欲が持てるようにする

ことを狙った。この取り組みにより， r生徒の知識・技術の定着が促進されるとともに，実

際の生活に生かしたいという意欲を持つ生徒が多く見られるようになった。 Jという成果を

得・ることができた。

2 本研究の基本的な考え方

(1) r人Jr社会Jr環境Jr未来」について

本研究では，研究主題に掲げである「人Jr社会Jr環境Jr未来」という四つのキーワ

ードを，技術・家庭科の学習指導において生徒に意識させることとして取り扱っていく。

それぞれの内容については，次のように考えている。

「人J とは，生徒が学習場面や生活場面などでかかわったり，問題の解決のために思考

する際の対象になったりする他者と考える。実生活の中では，人とのかかわりは欠かせな

いものである。様々な人とかかわり合う中で学び合い，協力し合っていくことになる。そ

こで，人(他者)とのつながりを意識させることで，自分だけでなく，相手の立場なども

考えながら，行動できるようにさせていきたいと考える。

「社会J とは，生徒が将来にわたって生きていく場(空間的な広がり)と考える。生徒

が今，過ごしているのは，家庭や学校などを中心とした限られた生活空間であるが，将来

は，地域や国，世界へと活躍の場を広げていくことになるだろう。そこで，社会とのつな

がりを意識させることで，より広い視野を持って行動できるようにさせていきたいと考え

る。

「環境J とは，自然環境や資源，生活環境など，生徒が生活する周囲の状態や世界と考

える。現在のような生活環境の向上は，技術の進歩や生活様式の変化などによるものであ

るが，今後のさらなる発展を目指していく上では，安全性や経済性だけでなく，環境的側

面の視点をもつことが大切である。そこで，環境とのつながりを意識させるような学習活

動を充実させることで，環境とのかかわりについての理解を深めたり，環境に配慮、した生

活の工夫などが行えるようにしていきたいと考える。

「未来J とは，生徒が過去や現在に基づいて未来(将来)を展望するような時間的な広

がりと考える。変化の激しい社会に対応するためには，自分の将来を見裾え，自立的に生

活できるような能力や態度を身に付ける必要がある。そこで，学習聞や学習と実践のつな

がりをもたせるなどの工夫をする中で，未来とのつながりを意識させることで，自分の将

来を展望できるようにさせていきたいと考える。

(2) 持続可能な発展のための教育について

「学校における持続可能な発展のための教育 (ES D)に関する研究J(国立教育政策

研究所教育課程研究センター) (以下 rE S Dに関する研究」とする)では， r学校におい

てESDを推進するには，特定の教科等を設けて実施するのではなく，既存の教科等に組

み込むなど，教育活動全体を通して展開することが大切であるJ としている。このように，
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本来であれば各教科，領域等の関連なども図りながら，指導計画の作成や学習指導をして

いく必要があるのだが，本研究では， ESDで重視する能力・態度や学習を指導を進める上

での留意事項などを参考にしながら，本教科なりの手だてを講じていくようにする D

fE S Dに関する研究Jでは， E S Dの視点に立った学習指導で重視する能力・態度と

して，次の表 1のような七つを挙げている。本研究においては，これら七つの能力や態度

の育成を図りつつ，技術・家庭科の目標を達成するために，本教科なりの確かな学びの実

践に取り組んでいきたいと考えた D

・. .~・a ・r'..... _ _.. ・・ ・・・・・・司ー --- ..-- ._. ".-.'" 
ESDで重視する能力・態度

①批判的に考える力 合理的，客観的な情報や公平な判断に基づいて本質を見抜き，もの
ごとを思慮、深く E 建設的 協調的，代替的に思考・判断する力

②未来像を予測して計画を 過去や現在に基づき，あるべき未来像(ビジョン)を予想・予測・
立てる力 期待し，それを他者と共有しながら，ものごとを計画する力

③多面的，総合的に考える 人・もの・こと解・社し会・自然などのつながり・かかわり・ひろがり
力 (システム)を理 ，それらを多面的，総合的に考える力

④コミュニケーションを行 し，自積分極の気持ちゃ考えを伝えるとともに，他者の気持ちゃ考えを尊重
う力 的にコミュニケーションを行う力

⑤他者と協力する態度 他者の立場に立ち，他者の考えや行動に共感するとともに，他者と
協力・協同しでものごとを進めようとする態度

⑥つながりを尊重する態度 人・もの・こと・社会・自然などと自分とのつながり・かかわりに
関心をもち それらを尊重し大切にしようとする態度

⑦進んで参加する態度 踏集ま団や社会における自分の発置や行動に責任をもち，自分の役割を
えた上で，ものごとに自主的・主体的に参加しようとする態度

また fES Dに関する研究Jでは fES Dの視点に立った学習指導を進める上での留意

事項j として「①教材のつながり，②人のつながり，③能力・態度のつながり Jに配慮、し

ながら学習を展開していくことが大切であるとしている。本研究においては，これまでの

研究とのかかわりや課題をふまえ，それぞれ「①学習のつながり，②人のつながり，③実

践へのつながり j として，具体的な学習活動や指導の手だてを構想していきたいと考えた。

3 研究仮説

本研究では，持続可能な社会の形成者として主体的に行動できる生徒を育成する目的か

ら，研究仮説を次のようにおいた。

学習，人，実践へのつながりなどに配慮して授業を工夫することで，持続可能な社

会の形成者となりうる生徒をはぐくむことができるであろう。

4 fつながり j について

(1) 学習のつながり

学習のつながりをもたせるために本研究では，まず年間指導計画の改善に取り組む。

本教科では， A..........Dの内容を学校の実態に応じて配置することができるが，研究の目的に

迫るために，より効果的な指導計画となるよう分野・学習内容・題材のつながりをもたせ

るように配慮する。また，本校生徒の「生活とのつながりは意識しているが，社会・将来

とのつながりをあまり意識していなしリとの実態調査を受け，自分を取り巻く社会(空間

的なつながり)や自分の将来(時間的なつながり)が意識できるような学習を行うように

する。さらに，多面的，総合的に考える能力を育成する観点、から，社会的，経済的，環境

的な側面をふまえて思考や判断，表現ができるような学習を行うようにする a
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(2) 人のつながり

人のつながりをもたせるために本研究では，コミュニケーション能力を高め，生徒同

士が協力・協同し，互いに認め合えるような学習活動を取り入れていくようにする。また，

生徒同士のつながりだけでなく，学習の対象となる他者(さまざまな立場や世代の人々)

とのつながりなども意識させていくようにする。

(3) 実践へのつながり

実践へのつながりをもたせるために本研究では，生徒の実態等をふまえて，適切な題

材を設定したり，活用型学習活動を充実させたりして，習得をより確かなものとし，実生

活に活かす場面をより多く意識させるようにする。そして，家庭生活や社会，将来へのつ

ながりをより意識させ，行動(実践)できる能力や態度を養いたい。

4 今年度の研究

1 年間指導計画の作成

本校本教科では， E S Dの考え方を取り入れながら，持続可能な社会の形成者として主

体的に行動できる生徒の育成を目指している。年間指導計画作成上の考え方としては， 3 

年間を見通して生徒自身が目標をもち， 3年後の自分に期待しながら学習に取り組めるよ

うに学習のつながりをもたせるということである。

(1) 技術分野の年間指導計画

表2に技術分野の年間指導計画を示す。技術分野では，生徒が技術の良し悪しを見究

め，多様な視点から物事を考えることができるよう，社会的，環境的及び経済的側面から

技術を評価したり，活用のしかたを考えたりするような学習活動を随所に配置した。そし

て，制約条件や評価の視点を期やしていくなどしながら，身近な家庭生活から社会や将来

へと広がりをもたせるようにした D

1年生では，ガイダンスにおいて技術の進歩や役割について関心をもたせるとともに，

技術の評価の視点となる社会的，環境的及び経済的側面についてや持続可能な社会につい

表2 年間指導計画(技術分野)
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ておさえることで，後の学習へのつながりをもたせるようにした。その後， c生物育成に

関する技術と A材料と加工に関する技術を取り扱うようにした。生徒は小学生の時に作物

の栽培やものづくりを経験しているため，より身近で親しみやすい内容として学習に取り

組めると考えたためである。これまでの経験の裏付けとなる技術について学習させること

で，実感を伴いながら基礎的・基本的な知識及び技術を習得させ，技術と家庭生活とのか

かわりについての理解を深めさせていく。

2年生では，まずD情報に関する技術を取り扱うようにした。家庭生活や社会において

活用されているコンビュータやネットワークのしくみ，情報モラルなどの学習をさせ，情

報化社会の光と影について考えさせることで，より広い視野で技術の役割を考えさせるよ

うにしていく。次に A材料と加工に関する技術を取り扱い， 1年時の学習を発展させると

ともに環境にも配慮したものづくりができるようにさせた。その後， Bエネルギ一変換に

関する技術を取り扱い，昨今の社会情勢や環境問題に目を向けさせながら，エネルギ一変

換技術のよりよい活用のしかたについて考えさせていくようにした。

3年生では， D情報に関する技術を取り扱い，まずディジタル作品の設計と制作に取り

組ませる。メディアの特徴を活かした作品づくりをしながら，発信者としての責任につい

ても考えるようにさせていく。次にプログラムによる計測・制御に取り組ませることで，現

在の先端技術のしくみの理解を促しながら，これからも進展していく技術の在り方につい

て考える機会とする。そして， 3学年のまとめとしてこれまでの学習を総合的に振り返り，

将来にわたって発展し続けていく技術について，様々な側面から検討させながら持続可能

な社会を構築するために自分がやるべきことについて考えさせていきたい。

(2) 家庭分野の年間指導計画

表3に家庭分野の年間指導計画を示す。
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家庭分野では， 3年間の大きな流れとして r1学年 自己を知る→生活の自立への自覚，

学んだことを生かそうとする Jr 2学年 自分と家族・地域とのつながり，現在の生活の見

直しJr 3学年 他者(異年齢)とのつながり，未来への期待Jと設定し，自分自身を見つ

め，自立に向かつて主体的に取り組み，自分や自分の周りのことから，社会，将来へと広

がりをもたせるようにした。

具体的には，まず 1年生で C衣生活・住生活， D身近な消費生活と環境を履修すること

とした。 1学年で衣生活を履修した理由は，生徒遠の現状として，衣生活がもっとも自立

していない部分であると考えたからである。生徒の衣生活は，保護者任せの部分が多く，

衣服の手入れには全く手を出さない生徒が多いため，計画的な着用の必要性に気付いてい

ない。また，発達段階としては，衣服のサイズが子どもから大人に変わる時期に当たるの

で，衣服の選択を学習するのに適している。また，本校は制服がなく， r中学生としての品

位を保ち，清潔で華美にならない身なりを心がける。 Jと生徒心得に記されているが，どの

ような服装が適しているか，中学校に入学したこの時期が学習するのに適していると考え

る。購入はまだまだ保護者といっしょのことが多いだろうが，自立への意識を高めること

で，自分の意志をもって衣生活・住生活をよりよくすることを目指させたい。

1学年でもう一つ履修する ro 身近な消費生活と環境Jは三年間の家庭分野の学習の

主軸となるものと考える。消費生活の基礎的・基本的な知識，技術が軸となり， A----Cの

内容とかかわりをもって学習することで，より多くの視点をもったり，考えを深めること

ができると考える。小学校家庭科では「物や金銭の使い方と買い物J，r環境に配慮、した生

活の工夫j を学習しているが，中学校では「消費者の権利と責任Jを軸として学習を深め，

生徒が主体的によりよい生活を目指していくための工夫をしていき，考えに厚みや幅がで

きるようにしていきたい。

2学年では食生活について学習する。ここでは，自分の生活について振り返り，自分の

食生活のリズムや成長期の栄養について考えることで，自分自身で食生活を営んでいく知

識，技術を身に付けさせたい。また，身近な存在である家族や地域の人々との食事の場面

を学習の中に設定し，食事のあるべき姿を考えさせたり，誰かのために作る食事の工夫を

したりすることで，他者とのつながりについて考えさせる場としたいロ

3学年では， fA 自分の成長と家族Jを履修する。中学校生活において中学生の 3年間

の成長は大きいものである。 3年生では幼児とのふれ合いの体験から自分の成長や周囲の

人々との人間関係を振り返ったり，家族のあり方を考えることや地域の人々等とのふれ合

いからより広い関係についての気づきにしていきたい。

家庭科の学習において， B衣生活・住生活と自立， C食生活と自立となっているように

中学生として自分自身で生活を自立させていくことが教科の目標ともなっている。ここで

自立とは自分自身で解決策を最適化した中で，自分なりの選択をしていくことであり，実

生活の場においてもその力が求められる。本教科では I 3年間を通して実践的な学習を積

み重ね，生徒が実感をもって学び， rやってみたらできた。 j という成功体験から自信をつ

けて成長を実感できるような学習にしていきたい。
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2 授業の実践と評価

(1) 技術分野の実践事例

技術分野では，題材「ベビーリーフを栽培してみよう一経験を活かした栽培計画を

立てよう-J (C生物育成に関する技術)の授業実践例を紹介する。

本研究で重視している iES Dに関する研究Jとの関連を表 4に示す。

表4 題材名『ベビーリーフを栽培してみよう」

時間 題目 活動内容 ESDで重視する能力・態度との関連
1 わたしたちの生 これまでの生物育成の経験につ 《⑥つながりを尊重する態度》

活と生物育成の いて話し合うとともに，生物育成 -これまで経験してきたことが技術に裏付け
妓術のかかわり 技術の役割や流れを確認し，生活 られることや生活と深くかかわっているこ
を考えよう とのかかわりについて考える。 とを実感する。

2 作物の育つ条件 作物の特性や生育に適する条 (基礎的・基本的な知識や技術)
3 や環境要因.育 件，
4 成方法，管理方 作物の生育に適切な手入れの仕方

法について調べ について調べる。
ょう

5 栽培の準備と種 目的とする作物の成長に適した ((1③多面的，総合的に考える力》
6 まきをしよう 資材を決定するなど栽培の準備を -廃棄物も資源として使えることを確認した

し，作物に応じた方法で種まきを り，生育状況に応じた手入れのしかたを選
する。 択したりする。

7 作物の手入れを 目的とする作物の生育に適切な 《⑤他者と協力する態度》
8 しよう 手入れたの管し理かたをを調べ， 生育状況 -グループで協力し合いながら，管理作業を

に応じ する白 進める白
9 経験を活かした 作物の生育状況を振り返り，成 ((1①批判的に考える力》

1 0 栽培計画を立て 功や失敗の要因について話し合 ((1③多面的，総合的に考える力》
ょう い，経験を活かした栽培言1-闘を立 -成功の要因や失敗の原因を分析し，よりよ

てるc い生物育成のしかたについて考える。
《②未来像を予測して計画を立てる力》

-経る験栽培か計ら得画たを改善点を活かし， 見通しのあ
立てる。

1 1 生物育成の技術 持続可能な社会の実現に向け 《①批判的に考える力》
1 2 と社会や環境と て，生物育成技術の果たすべき役 《②未来像を予測して計画を立てる力》

のかかわりにつ 割について話し合う口 《③多面的，総合的に考える力》
いて考えよう 《⑦自ら進んで参加する態度》

-これまでの学習から学んだことを総合的に
振り返り，社会的，環境的及び経済的側面
などから比較・検討し，生物育成技術のよ
りよい活用のしかたについて考える。

※ESDで重視する能力・態度のうち((④コミュニケーションを行う力》については，各授業におい
て話し合いや発表のさせ方などに配慮し，生徒が自分の考えを簡潔に話したり，他の意見を受容し
たりできるようにしている。

本題材は， 1年生のガイダンスにおいて持続可能な社会を構築することの必要性につい

て意識付けをした後で扱うものである。小学校や他教科における学習との関連にも触れな

がら，生物育成技術と社会や環境とのかかわりについて，実践的・体験的な学習を行いな

がら理解を深めさせる。

授業では，ベットボトルや牛乳パックなどを容器としてリサイクルし，ベビーリーフを

栽培する。必要な手入れをしながら成功や失敗の経験を積み，よりよい育て方を学んでい

く。そして栽培過程を振り返りながら，社会的，環境的及び経済的側面に配慮、した計画の

作成をしたり，生物育成技術の役割について話し合ったりする。

後に扱う材料と加工に関する技術の学習では，栽t音に用いた容器の特徴にふれたり，製

作に間伐材用いて間引きとの関連にふれたりするなど，学習のつながりをもたせていく。
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9/12時間目では，題目「経験を活かした栽培計画を立てよう」として，表 5に示

す展開で授業を行う。それまで栽培してきた作物の生育状況を確認し，収穫したものを

観察したり，試食したりしながら振り返らせる。そして，順調に育った要因や育たなかっ

た原因についてグ、ループで様々な意見をもち寄り，よりよい栽培計画となるよう話し合わ

せてし、く。

表 5 本時の展開

311学習謀麗
駐を活かした栽培計画を立て.実践していこう

・一回目の栽培を振り返り，これまでの経験を活かし
て二回目の栽培を行うため.栽培計画を立てていく
ことを知らせる。

-二回目は，個人だけでなくグループでもー鉢栽培し，
協力しながら作業していくことを知らせる。

25い作物の観察や試食をしながら.でき具合を確認し. Iワークシート
これまでの作業との関迎を話し合っていくことを知|観窮シ}ト
らせる。 Iレポート

・試食の際には，衛生面に気を付けるよう指示する。 I各自の作物
公観察や試食の他，各自の観察シートやプリント，レ|関定ばさみ

ポートなど，各自の考えを集積しながら作業の振り|ボール
返りをし，成功の要因や失敗の原因，改善方法など|ざる
を意見受換させる内 |市阪の葉菜
与想される生徒の様子

A:鋭祭や試食の結果を炎
え.成功の要因や失敗の脈

問.改得点について，必艇
な条件や手入れの方法など

と関連づけながら話し合っ

-C ~'Q. . 1 
B:各自の裁焔の成果を持ち|・成功の製凶などが見つけに
市り，観察や試食の結果を交|くい.w合1'1.教師が統治した
えながら，成功の盛岡や失|作物を鋭務・試食させ， I~ 分
敗の版図.改誇lKについて|たちの作物との比般をさせる。

話し合っている
. ¥.、くつかの班に，話題になったことを発表させる。

15卜作業の振り返りをもとに，グループ栽培の計画を中|ワークシート
心に，経験を活かした栽熔計画を立てていくことをl計画表
知らせる。

・今回は，構想を立てて発表することを知らせる。

3卜「分かつたことや考えたこと Jと I感想Jを区別させ， Iふり返りシート
具体的な言葉で記述させる。

21・本時のまとめをし，次時の内容を知らせる。

振り返りから出た話題

0成功の要因

・定期的に水やりをして，

密集しているところは間

引きをした

0失敗の原因と改善点

-水のやり過ぎで細くな

ってしまったので，乾い

たらあげる程度にする0

.混み合ってしまい育ち

が悪かったので，間引き

をして，日当たりを良く

する

グループの目標の例

-環境にも懐にもやさし

い，おいしい作物を育て

る

-安全でおいしい野菜を

作る

-大きくておいしい葉を

育てる

振り返りシートのコメント

-実際に食べてみてやっ

と“育てた"っていう実

感がわいた。

-土や容器などの根本的

なことも改善して， しっ

かりした野菜を育ててい

きたい。

-失敗の原因はたくさん

あったけど，改善点を考

えられた。

・自分のは食べられなか

ったが，次回につなげる

ようにしたい。 . 
-----------------ーーーーーー・・

実践のまとめ

本題材で実際に栽培した体験を振り返りグループで話し合うことを通して，生徒達はい

ろいろな問題点に気付き，改善点を考えることができた。また，手入れの大切さを実感し

ながら経験を活かした栽培計画の作成することで，できそうだという見通しを立てること

ができ，今後もやってみようという意欲につなげることができたようだ。

F
h
d
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d
 



(2) 家庭分野の実践事例

家庭分野では，題材「絵本遊びに招待しよう-幼児が楽しむ絵本遊びを仕上げよう

一J(C (3)家族・家庭と子どもの成長)の授業実践例を紹介する。

本研究で重視している rES 0に関する研究Jとの関連を表 6に示す。

表6 題材名「絵本遊びに招待しよう」

時間 題目 活動内容 ESDで重視する能力・態度との関連

1 課題をもって 絵本遊びの概要を教師から聞き，活動に 《①批判的に考えるカ》

観察しよう① 必要な情報内容を考えて，自分なりの繰 -幼児の遊びから，幼児同士で交わされ

題を設定する。 ている言葉や，かかわり方について観

2 課題をもって 幼稚園へ行き，課題にあった年齢のクラ 察・言回議し，グループ内でa情報を持ち

観察しよう② スで，視点(ことば，社会性に着目)を 寄り，幼児の言葉や社会性の発達を話

持って観察をする。 し合う。
3 絵本遊びを企 絵本を持ち寄り，読み合い，遊びに使う 《②未来像を予測して計画を立てる力》

画しよう① 本を選定する。 -幼児がどのように受け取るかを創造し

4 絵本遊びを企 アニマシオンについて教師から説明を聞 ながら，グループの目標に向かって活

回しよう② き，絵本の選定や遊びの進め方を決定す 動の計画を立てる。

る。

5 幼児が楽しむ 班ごとに遊びを見せ合い，ルールや進め ((1⑤他者と協力する態度》

絵本遊びを仕 方が適当であるか検討する。 . 2人一組で計画した遊びを，相手を幼

上げよう(遊 児に見立て，見せ合い検討会を行う。

ぴの検討会) 検討ポイントに従って相互評価を行
6 幼児が楽しむ 実際のふれ合い活動に向け，ふれ合いに い，今後の改善の参考にする。

絵本遊びを仕 必要な事柄を計画する

上げよう 幼児の立場で考え，行動できるように進

め方を決定する

7 絵本遊びに招 役割分担に従って，活動を進める 《④コミュニケーションを行う態度》

待しよう -幼児の気持ちを考えながら，遊びを進
8 ，5'*t.合い活動 幼児の様子や自分違の活動を振り返 行させる。また，同じグループ内で助

の振り返りを り，ふれ合い活動についてシェアリング け合いながらスムーズに進行できるよ

しよう を行う うに調整する。

(~⑦進んで参加しようとする態度》
-計画に従って進行する上で，決められ

た役割だけでなく，状況を見ながら判

断し行動する必要があることに気付

き，実践する。

この題材を通して，生徒は幼児「人J とのつながりだけでなく幼児が育つ環境で‘ある

I社会Jr環境Jを意識するとともに，学習者(生徒)が「協同Jし，遊びを創りあげる活

動を行う。

また，本題材においては，生徒達が自分の成長を振り返るとき，家族や地域の方々など

たくさんの人々に支えられてきたことに気づき，これから社会を支える一員となり，自律

的な行動をとることのできる人材となることを意識できるような生徒に育てていきたいと

考えている。

授業では， 4人一組を基本のグ、ループとし，その中でさらに 2人一組となり，その 2人

で一つの絵本遊びを企画する。絵本遊びは 1回 15分と設定し，一冊の絵本を使って絵本

の中に出てくる登場人物についてクイズを作ったり，間違い探しをさせたりして幼児が絵

本遊びに楽しく，夢中になって参加できるように考えていく c
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5/8時間目では，題目「幼児が楽しむ絵本遊びを仕上げよう J(遊びの検討会)として

表 7に示す展開で授業を行う。本時は，前時までに各グ、ループで計画した絵本遊びを，

中学生を幼児に見立てて見せ合い，幼児にとって遊びが適切であるか評価し，アドバイ

スを行うという内容である。

表 7 本時の展開

学者?の流れ

ノド時の島昼間 食研究との聞迎

盈位二宜並

l iitl時までの彼刊 l 

i 学科ム叫 | 

| 絵本道ぴ検討会の | 
| 進め方の説明 | 

ぐ代災以る遊びの例示 1
ノ

|検討会でのTトハイ~ I 
方法について説明

(絵惚F 〉

鋭務

事E衣

〈 臼 訴 伽 )

明 教師の支援(柿将 IこのWI町'.'，()

アドバイスは，付婆に書

かせ，相手に渡し，すぐに

遊びの改誇に生かすことが

できるようにした。

生徒が挙げた参考になったアドバイス
一

良

だ

し

一

が

ん

て

一

う

だ

つ

一

ほ

と

な

一

だ

い

く

一

ん

ら

な

一

読

づ

さ

一
で
、
ぇ
一
不

一

声

こ

を

一

な

聞

味

一

き

↓

興

一

大

い

ん

; まう。

:・まずは名前を聞いて親近感'

; をもたせると良いのでは。

i-絵本を読み始める前に，幼

児がクイズに答えやすくな

るヒントを話しておいたほ

うが良い。

-飽きないように短く話した

ほうが良い

・・座らせ方を工夫したほうが

良いのでは0

・幼児に参加してもらう形に

するともっと良いのでは。 j 

(例えば，いっしょに作る:

|本附のまとめ・附 II 2 I 本時のまとめをし，次時の内純知らせる | 1; __主三笠一
生徒が参考になったと挙げたアドバイスは，クイズの内容などではなく，幼児と接する

時の態度や姿勢であった。

3ト前時?をでの学智を桜り返り，絵本遊びをiH'阿するときの目的を|ワークシート
磯認し.がj時までの準俄を綴り返らせる 1.掲示資料

2 11幼児が裂しむ絵本遊びを仕".げよう(遊びの検討会) 1 

10卜前時に勾えた絵本遊びを見せ合い，必要があれば改持をしてL、|絵本
くことを伝える。 1ゲームのftI!t 

-代表のIU.gを指名し.中学生役と幼児役を決め.実慨に遊びを
展開させながら，遊びの検討会の方訟を説明し.遊びを成功さ|掲示資料
せるための検討ポイントを考えるよう伝える

1耐の両(1)巾学生役がまず.やってみせる
(2)幼児役が16:t!.¥を，j'う
(3)却!IIIをつけて，アドパイスをする
(4)改鋒策を話し合う

・絵本の~び方やゲームのJi'tどと幼児の発述段附について触れ， }必
本的なJhl可が，検討項11に入ることを伝える。

-幼児役からのアドバイスを聞き，なぜそのアドバイス会したの

か.強」止させる

1VJ 

tf 

5ト教室内である程度広がり， 5分間ずつ遊びを展開させる |付婆
・倹討ポイントの他に， どのような工夫を行っているか鋭京させ

る
・ワークシートには幼児役が.幼児と後するに必要なことをアド
バイスとして記入するように伝える

25 h~Hlごとに「遊びを成功させるために必要なこと j や「幼児との
ふれ合いで生かせそうなこと j を話し合い，改童手策を考えさせ

る

予想される生徒の儀子 111保連成のための手だて
A :j笹ぴ会よりよく進めるために卜幼維閥銅線時の教諭と幼児の関わ
必要な新たな観点に気づき.絵本lりを思い起こさせ，遊びの内待以外
i盤ぴに適した環興作り金工夫して|にどんなことが遊びの成功に必要か，
L、る |関わ町方のヒント金助言する
B:考えた絵本遊びを見せ合い， ，.これまでの学狩を綴り返らせ，幼
幼児にとって底びが適切であるかI'N.の礎遼段防や興味関心を思い起こ
31闘について考え. 1:犬している lすように助;t寸・る
支援を製する生徒への助曾

・遊びを考えるときの3つの方法
①「間違えた 説み聞かせJ

②「これJUrのもの ?J

③「維のことをしtっている '?J を思い起こ dせる
• 5才兇の心の発述やことばの犯逮の学刊を思い起こさせる

実践のまとめ

本題材で幼児との絵本遊びを行うことを通して，生徒達は f幼児Jという異年齢とのか

かわりをもったということだけでなく，過去・現在・未来の自分を見つめたり，家族や社

会の一員として生きている自分に気付いたりすることができたようだ。また，本題材の学

習では，相手を意識して思考・判断する場面が多く，コミュニケーションの必要性や相手

の立場で考えることの必要性を実感したようである。

3 I・恒り返りカードに気づいたことを記入をさせる |似り返りカー
• r遊びを成功させるために必裂なこと や「幼児とのふれ合い|ド
で生かしたいこと」を具体的なJ集で記述させる

-97一



5 研究の成果と今後の課題

今年度， E SDの考えを取り入れながら，年間指導計画の修正と改善をし，授業の実践

を積み重ねることにより，次のようなことを実感することができた。

つながりを意識した授業をすることによって，題材を通して連続した思考をさせたり，

知識を活用させたりする学習活動が充実してきた。教師がつながりを意識して題材配列を

した結果，押さえたい又は活用させたい基礎的・基本的な知識・技術が明確になったこと

が理由として挙げられる。また，活用した知識・技術が生徒の中で確固たるものとなった

とき，生徒はさらに活用の幅を広げ，社会や将来へと視野を広げていくことが分かった。

生徒の変容としては，体験的な活動で実感したことをまとめる際，単一的な答えだけで

なく様々な視点で考え，自分の考えを述べた後に別な視点から考えるとこうなる，といっ

た意見を述べることができる生徒が多くなってきたことが挙げられる。一方向のみで考え，

安易に答えを導き出すのではなく，よく考えて自分の意見を深める生徒が増えたことは今

年度の成果であると考える。

さらに，話し合いの結果を発表する際，発表者が発言した後に同じ班の者がそれに付け

加えてグ、ループの意見として補足するなど，積極的な姿が見られた。生徒達が協同する姿

があり，グループ活動での話し合いの成果であると考える。

まだ十分な検証ができていないところもあるが，今後も実践を重ねつつ，生徒の実態調

査等で研究の評価をしていきながら，来年度につなげたい。

【研究の成果1

0年間指導計画の修正と改普をすることで，つながりを意識した題材配列にすること

ができ，題材を通して連続した思考をさせたり，知識を活用させたりする学習活動
を充実させることができた。

0授業の実践と評価をすることで，生徒が様々な視点、から試行する姿や，協同する姿

を見ることができるようになってきた。

【今後の課題1

0年間指導計画の妥当性や授業の実践と評価を継続し，持続可能な社会の形成者とな

りうる生徒を育成できたかを検証する必要がある。
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